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横
浜
市
が
行
っ
た
「
生
活
行
動
調
査
（
平
成
四
年
）
」

か
ら
、
平
日
の
自
宅
外
で
の
自
由
時
間
行
動
を
み
て
み

る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
で
は
「
飲
酒
」
「
買
物
」

「
カ
ラ
オ
ケ
」
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
大
学
生
・
高

校
生
（
ヤ
ン
グ
層
）
で
は
「
買
物
」
「
友
人
と
の
お
し
ゃ

べ
り
」
「
カ
ラ
オ
ケ
」
の
順
で
、
主
婦
で
は
「
買
物
」

「
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
」
「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

が
上
位
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
独
身
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
ヤ
ン
グ
で
「
パ
チ
ン
コ
」
や

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」
の
人
気
が
高
い
こ
と
を
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
「
買
う
」
の
意
味
は
多
少
変
わ
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
や
は
り
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
の
「
遊

び
」
は
、
か
つ
て
の
都
市
生
活
者
の
遊
び
と
同
じ
よ
う

に
「
飲
む
」
　
「
打
つ
」
　
「
買
う
」
が
中
心
の
よ
う
で
あ

都
市
の
遊
び
空
間
の
縮
図
ｌ
盛
り
場

繁
華
街
の
持
つ
二
つ
の
「
顔
」

利
用
者
に
よ
っ
て
異
な
る
ミ
セ
の
構
成

若
者
の
町
だ
が
、
性
格
づ
け
は
こ
れ
か
ら
ｌ
横
浜
西
口

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
行
動
が
よ
り
日
常
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
や
、
行
動
の
場
に
関
し
て
選
択
の
幅
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
点
に
、
現
代
の
「
遊
び
」
の
特
色

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
現
代
の
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
の
「
楽
し
み
」
や

「
遊
び
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
多
様
で
あ
り
、
そ
う

し
た
多
様
性
に
対
応
で
き
る
空
間
や
機
会
を
多
数
用
意

し
て
い
る
の
が
、
都
市
の
機
能
で
あ
り
、
魅
力
だ
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。
中
で
も
多
様
な
「
遊
び
」
へ
の
欲
求

を
凝
縮
し
、
都
市
の
中
で
も
さ
ら
に
人
々
を
吸
引
す
る

街
空
間
が
繁
華
街
あ
る
い
は
盛
り
場
で
あ
る
。

　
神
奈
川
県
が
平
成
二
年
に
ま
と
め
た
「
昭
和
六
十
三

年
・
平
成
元
年
繁
華
街
の
商
業
活
動
」
で
は
、
繁
華
街

を
「
お
お
む
ね
八
十
店
舗
以
上
の
小
売
店
を
中
心
に
飲
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日
本
に
お
い
て
「
遊
び
人
」
や
「
遊
び
女
（
あ
そ
び

め
）
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
都
市
に
出
現
し
、
都
市

を
舞
台
に
拡
大
し
た
よ
う
に
、
古
来
よ
り
、
「
遊
び
」

と
い
う
言
葉
は
、
都
市
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
農
村
地
帯
が
生
産
の
場
と
し
て
重
視
さ
れ
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
日
常
生
活
ま
で
も
が
、
厳
し
い

管
理
・
統
制
を
受
け
て
い
た
の
に
対
し
て
、
都
市
部
は

人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
の
集
積
に
よ
る
流
通
や
消
費
の

場
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
か
ら
、
生
活
行
動
の
自

由
度
が
高
く
、
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
業
が
成

立
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

一二三四



特集・都市の魅力－第三の生活空間③首都圏の盛り場にみる「遊び」機能と街

図－１　首都圏の繁華街の時間帯別営業状況

食
店
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
（
娯
楽
業
等
）
を
営

む
事
業
所
が
、
混
在
連
続
し
て
街
区
を
形
成

し
て
い
る
小
売
機
能
中
心
の
集
積
地
域
」
と

定
義
づ
け
、
神
奈
川
県
内
で
百
七
十
七
地
域
、

横
浜
市
内
で
八
十
一
地
域
を
繁
華
街
と
位
置

づ
け
て
い
る
。

　
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
繁
華
街
に
は
、
住
宅

地
近
く
の
小
規
模
な
商
店
街
か
ら
、
元
町
や

伊
勢
佐
木
町
の
よ
う
な
大
規
模
な
商
店
街
ま

で
様
々
だ
が
、

①
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
小
売
）
機
能

②
飲
食
機
能

③
娯
楽
機
能

の
三
つ
を
街
の
機
能
と
し
て
持
っ
て
い
る
点

で
は
共
通
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
生
活
者
の

消
費
行
動
を
支
え
る
都
市
の
機
能
で
あ
り
、

消
費
と
遊
び
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

が
、
こ
こ
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

ニ
ー
繁
華
街
の
持
つ
二
つ
の
「
顔
」

　
と
こ
ろ
で
、
繁
華
街
と
よ
ば
れ
る
街
の
い

く
つ
か
を
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、
先
に
あ

げ
た
三
つ
の
機
能
に
関
し
て
、
共
通
す
る
構

造
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
（
小
売
）
機
能
と
飲
食
・
娯
楽
機
能

の
地
域
内
で
の
棲
み
分
け
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
立
地
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
を
担
う

店
舗
は
い
わ
ゆ
る
表
通
り
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
沿
っ

て
集
積
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
飲
食
機
能
や
娯
楽
機
能
は
、
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
一
本
人
っ
た
通
り
や
、
自
動
車
の

通
行
が
少
な
い
裏
通
り
や
路
地
に
集
積
す
る
こ
と
が
多

い
。

　
営
業
時
間
で
も
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
ク
機
能
を
中
心
と
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
日
中
（
昼
間
）
が
中
心
で
あ
り
、

午
後
七
時
を
過
ぎ
る
と
軒
並
み
閉
店
し
、
人
通
り
は
急

激
に
減
少
す
る
。
一
方
、
飲
食
・
娯
楽
を
中
心
と
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
日
中
か
ら
深
夜
に
か
け
て
逆
に
賑
わ

い
を
増
し
て
い
く
。

　
図
１
は
、
平
成
元
年
に
第
一
生
命
Ｉ
＆
Ｃ
セ
ン
タ
ー

（
現
在
は
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
）
が
実
施
し
た
首
都

圏
の
繁
華
街
の
観
察
調
査
の
結
果
の
一
部
で
あ
る
。
赤

坂
（
み
す
じ
通
り
）
や
渋
谷
（
セ
ン
タ
ー
街
）
と
い
っ

た
、
飲
食
、
娯
楽
機
能
を
中
心
と
す
る
地
点
を
観
察
し

た
結
果
に
比
べ
、
銀
座
（
銀
座
通
り
）
や
上
野
（
ア
メ

横
）
と
い
っ
た
小
売
機
能
を
中
心
と
す
る
地
点
で
は
、

営
業
し
て
い
る
店
（
賑
わ
い
）
に
大
き
な
開
き
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
繁
華
街
と
は
、
こ
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
を

中
心
と
す
る
「
昼
」
の
顔
と
、
飲
食
・
娯
楽
機
能
を
中

心
と
す
る
「
夜
」
の
顔
と
い
う
三
面
性
を
持
っ
て
い
る
。
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特集・都市の魅力－第三の生活空間＠首都圏の盛り場にみる「遊び」機能と街

こ
の
両
面
で
、
他
の
地
域
と
は
異
な
る
機
能
・
性
格
を

持
つ
空
間
と
し
て
都
市
を
訪
れ
る
人
々
に
「
利
便
性
」

や
「
楽
し
み
」
を
提
供
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
中
で
も

都
市
生
活
者
の
「
遊
び
」
を
支
え
る
空
間
・
機
能
は
。

こ
の
「
夜
」
の
顔
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

飲
食
・
娯
楽
機
能
が
強
い
繁
華
街
は
、
他
と
区
別
す
る

意
味
で
、
「
盛
り
場
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

三
ｌ
利
用
者
に
よ
っ
て
異
な
る
ミ
セ
の
構
成

図－２　盛り場のミセの構成

図
２
は
、
首
都
圏
の
代
表
的
な
盛
り
場
の
う
ち
、
夜

に
賑
わ
う
地
城
ｌ
い
わ
ゆ
る
盛
り
場
の
ミ
セ
の
構
成

を
示
す
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
盛
り
場
か
ら
、
飲

食
機
能
と
娯
楽
機
能
を
担
う
店
舗
や
事
業
所
（
ミ
セ
）

を
抽
出
し
、
そ
の
ミ
セ
の
性
格
を
さ
ら
に
「
飲
系
」

（
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
、
喫
茶
店
な
ど
）
と
「
食
系
」
　
（
レ

ス
ト
ラ
ン
、
食
堂
な
ど
）
、
「
遊
系
」
　
（
パ
チ
ン
コ
、

麻
雀
店
な
ど
の
遊
戯
空
間
）
の
三
つ
に
分
類
し
て
グ
ラ

フ
化
し
た
も
の
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
盛
り
場
を
比
較
す
る
と
、
中
高
年
層
や

社
用
族
が
多
く
利
用
す
る
街
と
さ
れ
て
い
る
「
銀
座
」

は
、
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
「
飲
系
」
の
ミ
セ

図一３　「食」系のミセの構成

６

が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
二
十
～
三
十
代
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
が
多
く
利
用
す
る
「
赤
坂
」
「
六
本

木
」
に
な
る
と
「
食
系
」
「
遊
系
」
の
ミ
セ
の
占
め
る

割
合
が
「
銀
座
」
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
や
学
生
な
ど
の
ヤ
ン
グ
の
街
「
渋
谷
」

「
下
北
沢
」
で
は
、
「
飲
系
」
が
五
割
強
に
ま
で
落
ち
、

「
遊
系
」
の
ミ
セ
が
一
割
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ミ
セ
の
業
態
別
に
み
て
み
る
と
（
図
３
）
、

「
食
」
系
で
は
「
銀
座
」
「
赤
坂
」
「
六
本
木
」
　
「
渋

谷
」
と
い
っ
た
順
に
、
街
の
利
用
者
の
年
齢
層
が
低
下

す
る
に
し
た
が
っ
て
日
本
料
理
店
の
占
め
る
割
合
が
減

（ＮＴＴrタウンページ）1992年版より集計・作成）

少
し
、
代
わ
り
に
各
国
料
理
（
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
ど
）
が
増
加
し
て
い
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
渋
谷
や
下
北

沢
で
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
同
様

に
、
「
飲
」
系
に
つ
い
て
も
、

「
バ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ
た
業

態
の
店
は
「
銀
座
」
　
「
赤
坂
」
に

多
く
、
「
居
酒
屋
」
「
パ
ブ
・
ビ

ス
ト
ロ
」
と
い
っ
た
業
態
は
「
六

本
木
」
　
「
下
北
沢
」
　
「
渋
谷
」
な

ど
の
若
者
が
多
く
利
用
す
る
街
で

四
割
近
く
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
街
で
は
、
喫
茶
店
や
コ
ー
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ヒ
ー
専
門
店
の
比
率
が
、
他
の
盛
り
場
に
比
べ
て
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
色
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）
。

　
こ
う
し
た
街
の
利
用
者
（
来
街
者
）
の
年
齢
層
や
特

性
に
関
す
る
街
の
機
能
、
ミ
セ
の
構
成
と
い
っ
た
傾
向

は
「
遊
」
系
で
も
同
様
で
あ
り
、
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

や
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
」
で
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ

る
（
図
５
）
。

　
こ
う
し
た
盛
り
場
の
ミ
セ
と
街
の
関
係
を
表
し
た
の

が
図
６
で
あ
る
。
図
で
は
、
左
の
方
に
あ
る
ミ
セ
の
比

率
が
高
ま
る
ほ
ど
、
若
者
を
中
心
に
一
人
や
デ
ー
ト
な

ど
少
人
数
の
遊
び
に
利
用
さ
れ
る
街
の
性
格
が
強
く
な

り
、
右
の
方
に
行
く
ほ
ど
、
中
高
年
や
社
用
族
が
利
用

す
る
街
と
い
う
性
格
が
強
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
盛
り
場
は
、
都
市
の
遊
び
人
た
ち
の

25

属
性
や
遊
び
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
そ
の
ミ
セ
の
構
成
は

確
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
ミ
セ
の
構
成
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
盛
り
場
を
性
格
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
盛
り
場
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
機
能
や
個
性
を

発
揮
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
、
各
世
代
ご
と
の
都

市
の
「
遊
び
」
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

図－４　「飲」系のミセの構成

図－５　「遊」系のミセの構成

図－２～５は、各繁華街を代表する地点として、銀座……銀座４～８丁目、

赤坂……赤坂３丁目、六本木……六本木３～７丁目、下北沢……北沢２丁目、

渋谷……宇田川町、横浜……北幸、南幸を抽出し集計したもの
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特集・都市の魅力－第三の生活空間＠首都圏の盛り場にみる「遊び」機能と街

図－６　遊びのミセ機能と街の性格

四
ｌ
若
者
の
街
だ
が
、
性
格

　
　
　
　
づ
け
は
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
横
浜
西
口

　
こ
う
し
た
分
析
を
も
と
に
、
横

浜
市
内
の
盛
り
場
の
一
つ
で
あ
る

横
浜
駅
西
口
周
辺
を
み
て
み
る
と
、

「
遊
」
系
の
ミ
セ
が
一
割
近
く
を

占
め
て
い
る
点
や
、
「
飲
」
系
に

お
い
て
「
居
酒
屋
」
　
「
パ
ブ
・
ビ

ス
ト
ロ
」
と
い
っ
た
ミ
セ
の
比
率

が
高
い
店
で
、
「
渋
谷
」
や
「
下

北
沢
」
に
似
た
構
造
を
示
し
て
お

り
、
若
者
を
中
心
と
し
て
、
少
人

数
の
遊
び
の
街
と
い
か
性
格
を
持
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
他
の
盛
り
場
に
比
べ
て
、

「
飲
」
系
の
ミ
セ
比
率
が
低
い
点

か
ら
み
て
、
都
市
生
活
者
の
夜
の

遊
び
を
支
え
る
街
と
し
て
は
、
『
ま

だ
ま
だ
成
熟
化
の
途
中
に
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
飲
」

系
の
中
で
「
喫
茶
店
・
珈
琲
専
門

店
」
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
は
、

現
時
点
で
は
、
「
遊
び
」
の
街
と

い
う
よ
り
も
、
遊
ぶ
た
め
の
待
ち

合
わ
せ
や
、
「
遊
び
」
に
行
く
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
な
ど
、
こ
こ
か
ら
別
の
「
遊
び
」
空
間
に
出
発
す
る

た
め
の
、
「
人
口
の
街
あ
る
い
は
空
間
」
と
い
っ
た
性

格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
図
７
は
、
平
成
三
年
に
横
浜
市
が
行
っ
た
来
街
者
の

観
察
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
同
じ
横
浜
市
内
の
繁
華
街

で
あ
る
上
大
岡
商
店
街
と
比
べ
て
、
横
浜
西
口
は
深
夜

ま
で
人
通
り
が
絶
え
ず
、
盛
り
場
と
し
て
の
賑
わ
い
感

が
う
か
が
わ
れ
る
。
利
用
者
も
学
生
や
ヤ
ン
グ
Ｏ
Ｌ
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
横
浜
西
口
が
、
横
浜
市
民
の
「
遊
び
」
を
支

援
す
る
空
間
と
し
て
、
「
昼
」
の
顔
を
中
心
と
し
た
盛

り
場
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
「
飲
」
機
能
を
高
め

て
、
「
夜
」
の
遊
び
を
担
う
街
ヘ
と
変
化
し
て
い
く
の

か
、
―
。
ミ
セ
の
構
造
変
化
と
と
も
に
横
浜
西
口
へ

の
来
街
者
も
街
空
間
の
性
格
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
成
長
の
途
上
に
あ
る
都
市
空
間
と
し
て
、

横
浜
西
口
地
域
に
お
け
る
今
後
の
ミ
セ
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

Λ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
所
首
席
研
究
員
Ｖ
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特集・都市の魅力－第三の生活空間③首都圏の盛り場にみる「遊び」機能と街

１。観察状況

　　・６時台～９時台

　　　　開店している店はファーストフード店のみ。7

　　　　時台にはサラリーマン、８時台は学生が多く、

　　　　朝のピークは８時台。

　　・10時台～16時台

　　　　10時に各店一斉に開店する。それと同時に主婦

　　　　の比率が高まり、３割前後を占める。通行量は

　　　　この間変化はなく均一な状態が続く。また午後

　　　　に入ると学生の比率が少しずつ高くなる。

・17時台～１時台

　　17時台から20時台は夜のピークで各年代層、職

　　業の人が入りみだれ、かなり混雑した状態が続

　　く。21時台以降は主婦の姿が消え、学生、サラ

　　リーマン、ＯＬがほぼ同じ割合でいる。この頃

　　閉店する店が増え始め、人通りもやや減ってく

　　るが、絶えることはなく１時台に入ってもぱら

　　ぱらとは通行している。

１．観察状況

　　・６時台～９時台

　　　　出勤のサラリーマン、OＬが大部分を占める。

　　　　８時台にはこれに学生が加わり、朝の通行はピー

　　　　クをむかえる。

　　・10時台～18時台

　　　　主婦が全体の半数を占める。 10時台、１１時台に

　　　　は商店もほとんど開店し、通行量は再びかなり

　　　　の混雑をみせる。午後に入っても人通りは絶え

　　　　ず、18時になると主婦、サラリーマン、OＬ、

　　　　学生が通り、夜のピークとなる。

・19時台～１時台

　　19時台も変わらず通行量は多いが主婦の割合が

　　減り、かわってこれ以降サラリーマン、ＯＬ、

　　が大半を占める。 22時に長崎屋レストラン街が

　　閉店する頃まではある程度の人が通っているが、

　　23時台以降は減少し、１時台にはほとんどなく

　　なる。
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図－７

●横浜駅西口（パルナード周辺）

●上大岡商店街
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